
令和６年度
「千葉県警察における障害のある職員の活躍のための推進計画」の推進結果

令和７年６月
千葉県警察

障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和３５年法律第１２３号）第７条の３第６項の規定に基づき、
公表します。

障害のある職員の実雇用率を、毎年６月１日時点における法定雇用率以上とすることを目標として
います。

各種取組を推進することにより、不本意な離職を生じさせないことを目標としています。

項 目 目標値 実雇用率

障害者雇用率 ２．８％ ２．８８％

＊目標値は、法定雇用率となります。

（令和６年６月１日時点）

＊計画期間の開始日以降に「障害者を対象とした職員採用選考」にて採用した障害者を対象としています。

定 着 状 況

障害に起因する離職者はいませんでした。

＊令和６年６月１日時点の法定雇用率は、２．８％となります。

※ 計画期間 令和２年４月１日から令和７年３年３１日まで



◆ 特定の障害に限定することなく、身体障害者、知的障害者及び精神障害者

いずれの方も受考対象とした選考考査を実施しました。

■取組内容の実施状況等

１ 募集・採用

２ 障害等への理解促進

◆ 障害のある職員が活躍できる職場環境を構築するため、関係職員に対し

て事前説明を実施するなど、体制の強化を図りました。

５ その他

３ 外部の関係機関との連携

◆ 必要な配慮や課題を把握・解決するため、支援機関との連絡体制を構築し、

適切な情報共有による対応を図りました。

４ 業務の選定及び創出

◆ 部外講師による 「精神・発達障害者しごとサポーター養成講座」を開催し、

障害特性に応じた理解を深めました。

◆ 第２次千葉県警察における障害のある職員の活躍のための推進計画を策

定しました。引き続き、障害のある職員がより一層活躍できる組織づくりに努

めます。

◆ 採用予定者が必要とする配慮を把握するため、採用前アンケートを実施し

ました。また、上司等へ情報提供の希望有無を併せて確認し、支援体制の強

化を図りました。

◆ 障害のある職員の特性、能力、希望等を考慮した人事配置を行うとともに、

業務選定のための調査を実施しました。


